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〇
八
春
闘
は
二
月
初
旬
か
ら
大
手
組
合
が

要
求
を
提
出
し
、
実
質
的
な
交
渉
が
始
ま
っ

て
い
る
。
経
済
の
安
定
的
な
成
長
の
た
め
に

は
企
業
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
家
計
の
改
善

が
必
要
と
の
認
識
は
労
使
と
も
共
有
し
て
い

る
。
し
か
し
、
年
明
け
早
々
に
株
価
が
下
落
。

こ
れ
に
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
と
関
連

商
品
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
先
行
き
不
安

が
広
が
り
、
暗
雲
が
立
ち
込
め
始
め
た
。
以

下
、
産
別
方
針
や
新
た
な
共
闘
組
織
に
込
め

た
労
働
側
の
戦
略
を
み
る
。

自
動
車
、
電
機
、
鉄
鋼

な
ど
の
動
向

　

産
別
の
要
求
基
準
を
見
る
と
、
賃
上
げ
要

求
は
ほ
ぼ
昨
年
並
み
。
し
か
し
、
自
動
車
総

連
は
六
年
ぶ
り
、
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
産

別
の
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
が
結
成
（
〇
二
年
）
以
来

初
め
て
統
一
要
求
に
具
体
的
な
金
額
を
盛
り

込
む
な
ど
、
賃
上
げ
目
標
を
明
記
す
る
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
連
合
方
針
を
踏

ま
え
、
時
間
外
割
増
率
の
引
き
上
げ
に
取
り

組
む
産
別
も
目
立
つ
。
労
働
時
間
短
縮
に
向

け
複
数
の
産
別
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
の
は
、

一
九
九
二
年
の
春
闘
以
来
と
い
え
る
。

　

ま
ず
、
自
動
車
、
電
機
、
鉄
鋼･

造
船
な

ど
の
金
属
関
係
の
大
手
組
合
を
傘
下
に
収
め
、

相
場
形
成
に
影
響
力
を
も
つ
金
属
労
協
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）
系
の
動
向
を
み
る
。

　

自
動
車
総
連
（
七
二
万
人
）
は
要
求
基
準

を
「
一
〇
〇
〇
円
以
上
の
賃
金
改
善
分
設
定

を
基
準
」
と
し
、
六
年
ぶ
り
に
要
求
基
準
に

具
体
的
な
数
値
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
れ
を
踏

ま
え
た
単
組
の
要
求
は
ト
ヨ
タ
は
前
年
同
額

の
一
五
〇
〇
円
、
日
産
・
ホ
ン
ダ
は
と
も
に

一
〇
〇
〇
円
に
設
定
す
る
な
ど
、
要
求
は
分

散
し
て
い
る
も
の
の
、
全
体
の
底
上
げ･

底

支
え
を
重
視
す
る
点
が
特
徴
。
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
す
る
大
手
メ
ー
カ
ー
・
部
品
と
販
売
・

輸
送
な
ど
の
国
内
需
要
頼
み
の
部
門
と
の
格

差
縮
小
も
大
き
な
テ
ー
マ
だ
。
昨
年
の
春
闘

で
は
、「
賃
金
改
善
分
の
設
定
」
を
要
求
基
準

に
す
え
、
加
盟
一
二
〇
〇
組
合
中
、
九
〇
六

組
合
が
賃
金
改
善
分
を
要
求
し
、
四
二
九
組

合
が
回
答
を
引
き
出
し
た
。「
今
年
は
一
二

〇
〇
組
合
の
大
半
が 
一
〇
〇
〇
円
以
上
の

要
求
を
出
し
て
く
れ
る
と
思
う
」（
加
藤
裕
治

会
長
）
と
み
て
い
る
。
全
体
的
な
賃
金
の
底

上
げ
を
目
標
に
し
て
い
る
点
、
自
動
車
総
連

の
賃
金
改
善
は
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
と
同
義

と
い
え
る
。

　

電
機
メ
ー
カ
ー
の
労
組
な
ど
で
構
成
す
る

電
機
連
合
（
六
四
万
人
）
は
、
昨
年
の
春
闘

か
ら
職
種
別
賃
金
要
求
方
式
に
移
行
。
開
発

設
計
職
（
三
〇
歳
）
と
製
品
組
立
職
（
三
五

歳
）
の
い
ず
れ
か
を
単
組
が
選
択
し
、
そ
の

代
表
ポ
イ
ン
ト
の
絶
対
額
の
引
き
上
げ
と
月

額
二
〇
〇
〇
円
以
上
の
賃
金
水
準
の
改
善
を

要
求
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
こ
の
選
択
制

を
や
め
、
開
発
設
計
職
・
三
〇
歳
に
要
求
を

一
本
化
し
た
。
昨
年
同
額
の
水
準
改
善
二
〇

〇
〇
円
以
上
を
求
め
、
絶
対
額
の
到
達
水
準

目
標
を
三
一
万
円
に
お
く
。
昨
年
は
賃
金
改

善
分
の
回
答
を
手
当
等
に
振
り
向
け
て
妥
結

し
た
組
合
も
あ
っ
た
が
、
要
求
段
階
で
は
水

準
ア
ッ
プ
を
最
大
眼
目
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
電
機
連
合
は
今
季
初
め
て
立
ち
上
げ

ら
れ
た
「
時
間
外
割
増
共
闘
」
の
中
核
組
合

（
中
村
正
武
委
員
長
が
共
闘
代
表
）
だ
け
に
、

時
短
交
渉
に
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。
一
カ

月
四
〇
時
間
ま
で
三
〇
％
（
現
行
ど
お
り
）、

一
カ
月
四
〇
時
間
を
超
え
る
場
合
の
割
増
率

を
五
〇
％
以
上
（
現
行
三
〇
％
）、
休
日
五

〇
％
以
上
（
現
行
四
五
％
）、
深
夜
三
〇
％

以
上
（
現
行
ど
お
り
）
の
要
求
を
決
め
て
い

る
。

　

鉄
鋼
、
造
船
重
機
、
非
鉄
の
労
組
で
つ
く

る
基
幹
労
連
（
二
四
万
人
）
は
、
賃
金
改
善

の
要
求
額
を
「
〇
八
、
〇
九
年
度
の
二
年
間

で
三
〇
〇
〇
円
基
準
」
と
し
た
。
鉄
鋼
部
門

が
先
行
し
て
い
た
隔
年
春
闘
方
式
に
前
回
〇

六
年
か
ら
全
部
門
が
移
行
し
て
、
二
回
目
の

取
り
組
み
で
、
要
求
額
は 

〇
六
春
闘
と
同
じ
。

た
だ
し
、
二
年
前
の
春
闘
で
は
妥
結
時
点
で

経
営
側
か
ら
具
体
的
な
数
値
に
よ
る
賃
金
改

善
の
回
答
が
示
さ
れ
ず
、
実
施
時
期
が
一
年

先
送
り
さ
れ
る
な
ど
、
決
着
内
容
が
不
透
明

な
部
分
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
春
闘
で
は

今
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
前
提
で
、
明

確
な
回
答
を
強
く
求
め
る
と
し
て
い
る
。

　

賃
金
改
善
の
財
源
配
分
の
仕
方
も
明
確
に

し
た
。
ベ
ア
だ
け
で
な
く
、
賃
金
カ
ー
ブ
の

是
正
や
全
額
仕
事
給
へ
の
配
分
、
特
定
の
階

層
へ
の
重
点
配
分
な
ど
、
各
単
組
が
幅
広
い

観
点
で
検
討
し
て
要
求
を
組
み
立
て
る
こ
と

は
前
回
と
変
わ
ら
な
い
が
、
今
回
は
諸
手
当

も
含
め
る
。
鉄
鋼
部
門
の
大
手
労
組
は
交
代

勤
務
者
の
賃
金
改
善
に
焦
点
を
当
て
、
深
夜

手
当
の
引
き
上
げ
で
二
〇
〇
〇
円
、
休
日
労

働
手
当
の
増
額
で 

五
〇
〇
円
を
確
保
し
、

こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
各
単
組
が
独
自
要
求
分
の

五
〇
〇
円
の
要
求
を
加
算
し
て
三
〇
〇
〇
円

を
求
め
る
方
針
だ
。
ま
た
、
時
間
外
割
増
率

の
引
き
上
げ
も
、
連
合
方
針
に
準
じ
て
産
別

全
体
で
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
産
別
の
要
求
動
向

　

民
間
最
大
産
別
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

（
九
八
万
人
）
も
前
年
並
み
の
「
一
％
ま
た

は
月
額
二
五
〇
〇
円
基
準
、
定
昇
が
な
い
場

合
は
七
〇
〇
〇
円
以
上
」
の
要
求
方
針
で
臨

む
。
こ
れ
ま
で
明
確
に
し
て
こ
な
か
っ
た
要

求
基
準
を
新
た
に
設
定
し
た
の
が
、
サ
ー
ビ

ス
・
流
通
連
合
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
）
と
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
。

サ
ー
ビ
ス･

流
通
連
合
は
〇
三
年
か
ら
移
行

し
た
通
年
春
闘
路
線
を
転
換
し
、
三
〇
歳
の

標
準
基
準
二
四
万
九
二
〇
〇
円
の
賃
金
改
善

を
求
め
る
。
背
景
に
は
統
一
要
求
を
見
送
っ

て
き
た
間
、
他
産
業
に
比
べ
て
賃
金
水
準
が

低
下
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
新
化
学
、
石

油
労
連
、
全
国
セ
メ
ン
ト
、
化
学
リ
ー
グ
二
一

が
統
合
し
〇
二
年
に
結
成
し
た
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合

は
、
業
種
ご
と
の
部
会
別
活
動
を
主
体
と
し

て
い
た
た
め
、
統
一
的
な
要
求
を
示
し
て
こ

な
か
っ
た
が
、
今
春
闘
で
初
め
て
産
別
統
一

要
求
と
し
て
賃
金
構
造
維
持
分
四
五
〇
〇
円

と
月
例
賃
金
の
改
善
分
二
五
〇
〇
円
以
上
を

プ
ラ
ス
し
た
七
〇
〇
〇
円
以
上
を
設
定
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

〇
八
春
闘

1

久
し
ぶ
り
に
「
賃
上
げ
」
と
「
時
短
」
の
二
大
要
求
が
揃
い
踏
み
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電
力
、
私
鉄
と
い
っ
た
公
共
・
公
益
関
係

産
別
も
電
力
総
連
（
高
卒
三
〇
歳
二
〇
〇
〇

円
以
上
を
基
本
）、
私
鉄
総
連
（
定
昇
相
当

分
二
％
プ
ラ
ス
三
五
〇
〇
円
）
と
前
年
並
み

の
要
求
基
準
を
決
め
た
が
、
電
力
で
は
主
軸

組
合
の
東
京
電
力
労
組
が
柏
崎
刈
羽
原
発
の

稼
動
停
止
な
ど
に
よ
る
収
益
悪
化
か
ら
賃
上

げ
要
求
を
見
送
る
。
ま
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
も
ド

コ
モ
や
地
域
会
社
の
業
績
低
迷
な
ど
を
背
景

に
賃
上
げ
要
求
を
し
な
い
。

独
自
の
相
場
形
成
を
め
ざ
す
新
た

な
共
闘
組
織

　
　

産
別
の
要
求
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
数
年
の

間
に
生
ま
れ
た
「
新
た
な
共
闘
組
織
」
の
動

向
に
も
注
目
が
集
ま
る
。

　

連
合
系
組
合
で
新
た
な
共
闘
組
織
の
先
駆

け
と
な
っ
た
の
が
「
中
小
共
闘
」。
大
手
企

業
の
交
渉
結
果
に
影
響
さ
れ
ず
、
中
小
独
自

の
相
場
形
成
と
波
及
に
よ
る
規
模
間
格
差
の

是
正
を
め
ざ
し
て
五
年
前

に
旗
揚
げ
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
パ
ー
ト
共
闘
、
有
志

共
闘
な
ど
、
新
た
な
共
闘

組
織
が
生
ま
れ
た
。「
共

闘
組
織
は
い
く
つ
あ
っ
て

も
い
い
」(

古
賀
伸
明
連

合
事
務
局
長)

の
発
言
に

あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

春
闘
相
場
形
成
役
だ
っ
た

金
属
関
係
労
組
を
中
核
と

し
た
Ｊ
Ｃ
春
闘
か
ら
の
脱

却
を
め
ざ
し
た
も
の
。
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
結
集

し
、
自
主
的
な
交
渉
で
独

自
相
場
を
形
成
し
、
共
闘

の
相
乗
効
果
で
そ
れ
を
後

続
の
中
小
の
交
渉
に
波
及

さ
せ
る
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
模
索
と
い
え
る
。

　

そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た

中
小
・
地
場
産
業
の
組
合

が
多
い
産
別
で
つ
く
る

「
中
小
共
闘
」（
三
〇
産
別

参
加
）
は
、
賃
上
げ
要
求

目
安
を
、
①
賃
金
カ
ー
ブ

の
算
定
が
可
能
な
組
合
は

二
五
〇
〇
円
以
上
（
賃
金

改
善
分
）
②
カ
ー
ブ
算
定
が
困
難
な
組
合
は

賃
金
カ
ー
ブ
確
保
相
当
分
四
五
〇
〇
円
（
目

安
）
＋
二
五
〇
〇
円
以
上
（
賃
金
改
善
分
）

に
設
定
。
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
四
五
〇
〇
円

を
あ
わ
せ
て
七
〇
〇
〇
円
以
上
に
し
、
交
渉

に
臨
む
。

　

三
年
目
を
迎
え
た
パ
ー
ト
共
闘
（
一
四
産

別
で
構
成
）
は
、
賃
上
げ
要
求
目
安
を
、
時

給
を
一
〇
〇
〇
円
程
度
ま
た
は
現
在
の
時
給

か
ら
の
上
げ
幅
を
二
五
円
程
度
に
し
た
。
二

五
円
の
根
拠
は
、
昨
年
要
求
目
安
の
一
五
円

に
、
〇
七
年
の
地
域
別
最
低
賃
金
Ｂ
ラ
ン
ク

の
改
訂
額
で
あ
る
九
円
を
上
積
み
し
た
も
の
。

非
正
規
の
処
遇
改
善
は
金
属
労
協
も
重
視
し

て
お
り
、
現
在
加
盟
組
織
の
三
割
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
企
業
内
最
低
賃
金
の
協
定
化
を
推

進
し
、
締
結
率
五
割
達
成
を
当
面
の
目
標
に

し
て
い
る
。
要
求
水
準
は
、
高
卒
初
任
給
準

拠
を
基
準
に
月
額
一
五
万
二
〇
〇
〇
円
以
上
、

時
給
で
は
九
六
〇
円
以
上
に
設
定
し
て
い
る
。

　

〇
七
春
闘
で
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
、
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
、

フ
ー
ド
連
合
、
紙
パ
連
合
の
内
需
型
産
業
を

中
心
と
す
る
六
産
別
に
よ
り
旗
揚
げ
さ
れ
た

「
有
志
共
闘
」。
今
年
は
新
た
に
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
連
合
が
加
わ
り
、
活
動
を
強
化
す
る
。

昨
年
は
Ｊ
Ｃ
集
中
回
答
日
の
直
後
に
回
答
水

準
を
公
表
し
た
（
公
表
し
た
五
四
単
組
の
賃

金
改
善
分
〈
定
昇
除
く
〉
は
単
純
平
均
で
一

〇
四
〇
円
）。
今
年
は
三
月
一
二
〜
一
四
日

に
回
答
求
め
、
結
果
を
後
続
の
中
小
企
業
の

交
渉
に
波
及
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、今
年
新
た
に
発
足
し
た
の
が「
時

間
外
割
増
共
闘
」
だ
。
賃
金
関
係
以
外
で
は

初
の
共
闘
組
織
と
な
る
。
連
合
が
昨
年
六
月

策
定
し
た
「
中
期
時
短
方
針
」
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
時
間
外
労
働
割
増
率
の
改
定
目
標

で
あ
る
時
間
外
五
〇
％
、
休
日
一
〇
〇
％
の

実
現
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、「
社
会
的
運

動
と
し
て
展
開
し
た
い
」（
髙
木
剛
・
連
合
会

長
）
と
し
て
い
る
。
法
定
の
時
間
外
割
増
率

が
諸
外
国
で
は
五
〇
％
以
上
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
か
ら
「
こ
れ
こ
そ
グ
ロ

ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
」（
髙
木
剛
連
合
会

長
）
と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

逓
増
方
式
に
よ
る
割
増
率
の
引
き
上
げ
を

求
め
、
①
月
四
五
時
間
未
満
の
時
間
外
の
場

合
三
〇
％
②
月
四
五
時
間
超
の
場
合
五
〇
％

③
休
日
労
働
五
〇
％―

―

を
要
求
に
掲
げ
る
。

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
、
電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
、

基
幹
労
連
、
Ｊ
Ｐ
労
組
、
情
報
労
連
、
電
力

総
連
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
、
運

輸
労
連
、
フ
ー
ド
連
合
、
全
電
線
な
ど
、
一

六
産
別
が
参
加
す
る
。

　

労
働
界
を
上
げ
て
時
間
外
割
増
率
に
取
り

組
む
の
は
九
二
年
以
来
、
一
六
年
ぶ
り
と
な

る
。
当
時
Ｊ
Ｃ
共
闘
は
自
動
車
、
鉄
鋼
、
電

機
な
ど
で
残
業
削
減
の
た
め
時
間
外
割
増
率

の
引
き
上
げ(

平
日
三
五
％
、
休
日
、
深
夜

四
五
％)

を
統
一
要
求
し
た
。
し
か
し
、
電

機
連
合
傘
下
で
一
部
前
進
し
た
も
の
の
、
大

半
が
ゼ
ロ
回
答
で
収
束
し
た
苦
い
経
験
が
あ

る
。

　

こ
う
し
た
経
験
か
ら
時
間
外
割
増
率
の
交

渉
は
容
易
で
は
な
い
と
踏
ん
で
い
る
産
別
も

多
い
。
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
連
合
の
時
間

外
割
増
率
共
闘
に
参
加
す
る
が
、
労
働
時
間

短
縮
に
関
連
す
る
統
一
協
約
交
渉
は
、
賃
金

な
ど
春
に
実
施
す
る
労
働
条
件
交
渉
と
は
別

立
て
で
行
う
な
ど
、
戦
術
面
で
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
て
い
る
。

　

企
業
間
の
業
績
に
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
、

横
並
び
の
統
一
要
求
に
つ
い
て
は
、
経
営
側

の
ア
レ
ル
ギ
ー
も
強
い
。
春
闘
方
式
を
特
徴

づ
け
る
産
別
統
一
闘
争
は
大
き
な
曲
が
り
角

に
あ
る
と
い
え
る
。 

（
調
査
・
解
析
部
）

2008 年春闘主要産別の要求状況
産別名 08年の賃上げと一時金の要求内容 昨年の要求内容

自動車総連 各組合は水準向上や格差・体系是正に向け 1000 円以
上の賃金改善分を設定することを基本とする。
一時金は年間５カ月を基準、最低でも昨年獲得実績
以上

各組合は経済指標の好転等を踏まえた水準向上や格
差・体系是正に向け、賃金改善分を設定することを
基本とする
一時金は 08 年要求と同様

電機連合 開発設計職・30 歳で賃金体系維持＋ 2000 円以上（賃
金水準の改善分）、到達水準目標31万円
一時金は年間５カ月を中心とし、最低でも４カ月。

08 年要求と同様　ただし、07年は単組が賃金改善の
要求ポイントとして開発設計職（30 歳）か製品組立
職（35 歳）のいずれかを選択
一時金は 08 年と同様

JAM 賃金構造維持＋賃金改善 2500 円
一時金は年間５カ月基準、最低到達基準年間４カ月

08 年要求と同様

基幹労連 賃金改善の要求額は２年間を一つの単位として3000
円を基準
一時金は年間５カ月を基本（月数方式）等

大手は２年サイクルで要求するため取り組みなし

UI ゼンセン同盟 制度に基づく昇給昇格（賃金体系維持分）とは別に、
１％（2500円）基準の賃金改善
一時金は年間５カ月基準（夏期2.5、冬期2.5）

賃金体系維持分とは別に物価上昇分及び生活上昇分
を加味して最低でも１％以上の賃金引き上げを要求
一時金は08年と同様

JEC連合 2500 円以上の賃金改善
一時金は前年収入の維持改善

昨年を上回る賃金改善
一時金は前年収入の維持向上

電力総連 賃金カーブ維持分＋生活維持分の確保　平均2500円
以上を基本等（電力部会・高卒30歳 2000 円）
一時金は年間４カ月を最低基準

賃金カーブ維持分＋生活維持分の確保　平均2300円
以上を基本等（電力部会・高卒30歳 2000 円）
一時金は08年要求と同様

私鉄総連 2.0％（定昇分）＋3500円（賃金改善分）
一時金は協定月数維持

2.0％（定昇分）＋3500円（賃金改善分）
一時金は協定月数＋0.2カ月




